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予防接種基本計画について
予防接種に関する基本的な基本計画（平成26年厚生労働省告示第121号）

第一 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関する基本的な方向

一 予防接種に関する施策の基本的理念

予防接種は、法第二条第一項において「疾病に対して免疫の効果を得させるため、疾病の予防に有効であるこ

とが確認されているワクチンを、人体に注射し、又は接種すること」と定義されている。

予防接種は、疾病予防という公衆衛生の観点及び個人の健康保持の観点から、社会及び国民に大きな利益をも

たらしてきた一方、極めてまれではあるが不可避的に生ずる予防接種の副反応による健康被害をもたらしてきた。

このような事実についての十分な認識を踏まえ、国民の予防接種及びワクチンに関する理解と認識を前提とし

て、我が国の予防接種施策の基本的な理念は「予防接種・ワクチンで防げる疾病は予防すること」とし、また、

国は、予防接種施策の推進に当たっては、感染症の発生及びまん延の予防の効果並びに副反応による健康被害の

リスクについて、利用可能な疫学情報を含めた科学的根拠を基に比較衡量することとする。

第二 国、地方公共団体その他関係者の予防接種に関する役割分担に関する事項

一 国の役割

法第二十三条の規定に基づき、予防接種に関する啓発及び知識の普及、予防接種の研究開発の推進及びワクチ

ンの供給の確保等必要な措置、予防接種事業に従事する者に対する研修の実施等必要な措置並びに予防接種の有

効性及び安全性の向上を図るために必要な調査及び研究について着実な実施を図るとともに、副反応報告制度の

運用及び健康被害の救済についても、円滑な運用を行う。

（中略）

加えて、定期の予防接種の実施主体である市町村が、住民への情報提供を含め、接種に関する一連の事務を円

滑に実施できるよう、関係者と調整を図るとともに、定期の予防接種の対象疾病、使用ワクチン及び接種回数の

見直しの検討を含めて、必要な財源の捻出及び確保等に努める必要がある。

三 市町村の役割

市町村は、定期の予防接種の実施主体として、医師会等の関係団体との連携の下に、適正かつ効率的な予防接

種の実施、健康被害の救済及び住民への情報提供等を行う。 2



予防接種基本計画について
予防接種基本計画（平成26年厚生労働省告示第121号）

第二 国、地方公共団体その他関係者の予防接種に関する役割分担に関する事項

四 医療関係者の役割

医療関係者は、適正かつ効率的な予防接種の実施及び医学的管理、入念な予診、接種事故の防止、被接種者及

びその保護者へのワクチンの有効性及び安全性等に関する情報提供、予防接種の安全性の向上のための副反応報

告制度の円滑な運用、予防接種の有効性の評価に資する感染症発生動向調査の実施への協力並びにワクチンの最

新知見の習得等に努める必要がある。

六 被接種者及びその保護者の役割

被接種者及びその保護者は、予防接種による感染症予防の効果及び副反応のリスクの双方に関する正しい知識

を持った上で自らの意思で接種することについて、十分に認識し、理解する必要がある。

七 その他関係者の役割

報道機関、教育関係者及び各関係学会等は、広く国民が予防接種による感染症予防の効果及び副反応のリスク等

の情報について正しい知識を得られるよう、普及啓発に努めることが期待される。

第三 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進に係る目標に関する事項

五 普及啓発の推進及び広報活動の充実

国は、被接種者及びその保護者等に対し、感染症に関する情報、予防接種の効果、ワクチンの有効性及び安全性、

副反応のリスク及び副反応を防止するための注意事項について、普及啓発の推進を図る。

具体的には、リーフレット等の作成や報道機関と連携した広報等を積極的に行うことにより予防接種に対する

国民の理解の醸成を図る。その際、関係者は、必要に応じて協力をするよう努める。

また、国は、被接種者及びその保護者等にとって分かりやすい情報提供の在り方並びに普及啓発及び広報活動

の有効性の検討もあわせて行う。
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各関係者の主な取組
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主なコミュニケーションの方法

国

• Webサイト（予防接種情報）

• 広報資材提供

• 事務連絡等

• Twitter

市町村

• 対象者への個別送付

• 広報誌等
• ポスター掲載

• チラシの設置・配布

医療機関

• 接種希望者等へのインフォームドコンセント

• ポスター掲載

• チラシの設置・配布

〇 予防接種基本計画には、予防接種施策に関係する各関係者が、それぞれの立場から
コミュニケーションをはかっていく必要性が示されている。

〇 各関係者は、基本計画を踏まえ、それぞれのツールを用いつつ、予防接種施策の推
進に向けて情報発信等を工夫してきた。



○個別の疾病毎にQ＆Aを作成

取組① 正確な情報の公表
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日本脳炎の例

風しんの例



○リーフレット
【今日このワクチンシリーズ】※

・Ｈｉｂ ・小児肺炎球菌
・ＤＰＴ－ＩＰＶ ・ＢＣＧ
・ＭＲ（麻しん・風しん）
・日本脳炎 ・水痘 等

【その他（疾病毎）】
・インフルエンザ ・ＢＣＧ
・日本脳炎 ※ ・麻しん ※

・高齢者肺炎球菌 ※

・ヒトパピローマウイルス感染症※

・ポリオ ※ ・風しん ※

・Ｂ型肝炎 ※

取組② 分かりやすい広報資材の作成

6

○ポスター
・インフルエンザ
・ＢＣＧ
・麻しん
・風しん ※

○動画等
・インフルエンザ
・風しん ※

※疾病に対する予防接種をメインとしたもの



○予防接種情報

取組③ 見読性の高いwebサイトの作成
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旧

・目につきやすい
ページの最上段を
整理

・TOPページに必要な
情報を絞りスクロール
を少なくする 等

により、
必要な情報を見つけやす
いように

新

「見たい情報はどこにある？」
「ページが長くてスクロールしても見切れない」



取組④ 見読性の高いwebサイトの作成
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ワクチンごとに
供給情報を分かりやすく

提供

○ワクチン供給情報



取組⑤ 関係機関と連携した情報提供
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○ 国立感染症研究所

・目的：感染症を制圧し、国民の保健医療の向上を図る予防医学の立場から、広く感染症に関する
研究を先導的・独創的かつ総合的に行い、国の保健医療行政の科学的根拠を明らかにし、
また、これを支援することにある。

・予防接種に関するコミュニケーション関係の具体例
 予防接種スケジュール
 予防接種で予防可能な疾患に関する情報発信
 メディア取材対応、アウトリーチ活動としての市民への講演会
 感染研一般公開、各種研修会等での講演
 予防接種に関する間違い予防に資する啓発資料の作成

○ 公益財団法人予防接種リサーチセンター

・目的：安全で有効な予防接種を推進するための調査研究、予防接種による健康被害に関する因果
関係の調査研究及び予防接種による健康被害に係る保健福祉並びに予防接種の適正な実
施のための啓発・普及に関する事業を行い、もって予防接種の円滑な実施とその推進に
寄与すること。

・予防接種に関するコミュニケーション関係の具体例
 普及啓発資材の作成
 多言語対応
※ 現在、「予防接種と子どもの健康2019年度版」を10か国語、
「予診票」様式第二、様式第三、様式第四、様式第八を16か国語に翻訳し
webサイトに公開されている。
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取組⑥ 予防接種センター機能推進事業について

＜事業の内容＞
１ 予防接種センター機能を有する医療機関（平成30年度末時点で２１府県3４カ所）は、次に掲げる事
業の全部又は一部を実施。
（１）予防接種の実施等

平日、休日・時間外において、慎重に予防接種を実施する必要のある予防接種要注意者等に対す
る予防接種を市町村からの委託により実施。また、健康被害が発生した場合に迅速かつ的確な対応を
図る。

（２）国民への予防接種に関する正しい知識や情報の提供
副反応を含む予防接種に関する正しい知識や情報、さらには感染症に関する知識等の提供を実施。

（３）医療相談
予防接種要注意者に対し、予防接種の事前・事後における医療相談を実施。また、地域における

予防接種に対する支援機関として、地域の医療機関等からの相談等も実施。
（４）医療従事者向け研修

医療従事者において、予防接種の手技、器具の取扱い、感染防止策、感染事例、感染症の正確な
知識等を学び続けるため、国が例示する最新の知見を踏まえたカリキュラムやテキストを使用するな
どして、地域の医師会等と連携しつつ、医療従事者を対象とする研修を実施。

２ ワクチン流通情報の収集等（平成30年度から追加）
都道府県において、管内の卸売販売業者や医療機関等における定期接種で使用するワクチンの在庫

状況を定期的かつ継続的に把握。また、管内におけるワクチンの偏在等の発生に備え、ワクチンの在庫
状況及び定期接種実施医療機関等におけるワクチンの需給状況等を速やかに把握できる体制を整備し、
関係者間で適宜情報共有を図るなど、ワクチンの安定供給に資する対応を実施。

【補助先】都道府県 【補助率】１／２
【基準額】１（１）～（４）は１県あたり326万円（休日・時間外の予防接種は108万円を加算）、２は192万円



○ 2019年世界保健機関（ＷＨＯ）が発表した「世界的な健康に対する脅威」の
トップ10のうちの１つに「予防接種を受けられるにも関わらず、予防接種を躊
躇したり拒否したりすること」を意味する「Vaccine Hesitancy（※）」が、挙げら
れている。
（※）the reluctance or refusal to vaccinate despite the availability of vaccine（WHO：The threats to global health in 2019）

日本語訳として「ワクチン忌避」「予防接種への躊躇」「反ワクチン」等が、現状使われている。

○ 人々がワクチンを接種しないことを選ぶ主な理由として、以下が挙げられて
いる。
・Complacency ： 自己満足
・Inconvenience in accessing vaccines ： 予防接種を受ける煩わしさ
・Lack of confidence ： 信頼の欠如

○ コミュニケーションは、このような「Vaccine Hesitancy」に対応するための有
効なツールである一方で、質の低いコミュニケーションの結果として、ワクチ
ンに関する人々の受入れが妨げられる可能性があることについて、指摘されて
いる（Revised report of the SAGE Working Group on Vaccine Hesitancy）。

世界的な課題へ
～ワクチンに関するコミュニケーションのあり方～

11



対象疾病・ワクチン 接種 H27 H28 H29

DPT－IPV
１期初回（１回, ２回, ３回） 104.9, 105.2, 105.8 100, 100.5, 101 97.6, 98.0, 98.3

１期追加 100.0 106.7 101.0

不活化ポリオ
（単独）

１期初回（１回, ２回, ３回） 0.7, 2.1, 3.1 0.3, 1.0, 1.7 0.2, 0.5, 0.9

１期追加 10.5 5.4 3.3

DPT
１期初回（１回, ２回, ３回） 0.1, 0.1, 0.1 0, 0, 0 0, 0, 0

１期追加 0.9 0 0

DT ２期 72.0 76.9 76.7

麻疹 １期, 2期 96.2, 92.9 97.2, 93.1 96.0, 93.4

風疹 １期, 2期 96.2, 92.9 97.1, 93.1 96.0, 93.4

日本脳炎
１期初回（１回, ２回） 104.1, 102.4 126.6, 121.7 122.0, 119.5

１期追加, 2期 98.3, 60.4 100.6, 84.1 111.4, 92.8

結核 1回 104.4 98.8 100.6

インフルエンザ 1回 50.9 50.2 49.0

Hib感染症
初回（１回, ２回, ３回） 105.9, 105.0, 106.2 98.7, 98.2, 99.6 98.9, 98.1, 97.7

追加１回 100 103.4 96.9

小児肺炎球菌感染症
初回（１回, ２回, ３回） 106.2, 105.4, 106.5 989, 98.5, 99.9 99.0, 98.4, 98.0

追加１回 100.7 103.3 96.6

ヒトパピローマウイルス
感染症

１回, ２回, ３回 0.5, 0.5, 0.5 0.3, 0.3, 0.3 0.6, 0.5, 0.3

水痘 １回, ２回 105.9, 106.9 104.9, 91.2 98.4, 89.7

高齢者肺炎球菌感染症 １回 33.5 37.8 33.0

B型肝炎
初回（１回, ２回） - - 98.1, 97.5

追加１回 - - 99.8

【参考：予防接種実施率の算出方法】 全てのワクチンにおいて、以下のとおり予防接種実施率を算出
接種実施者数（地域保健・健康増進事業報告による実数）÷対象人口（人口推計から、標準的接種期間を考慮した推計値）＝予防接種実施率

※対象人口が実数ではなく推計値であること、実施人口に標準的接種期間を過ぎて接種した者が一定数含まれること等の理由により、予防接種実施率が100％を超えているものがある。

（厚生労働省HP「定期の予防接種実施者数」より）

（参考）定期接種の実施率
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〇日本では、近年、定期接種の実施率に大きな変化はみられておらず、特に乳幼児のワクチンの接種率は高
い状態が保たれている。



○ SAGE Working Group on Vaccine Hesitancy等による報告では、これまでの経験か
ら、保健医療に関連する分野でコミュニケーションを改善するためには、以下
の点について留意するべきであると指摘されている。

 積極的であること
 どのような予防接種事業であっても、コミュニケーションを強化する
ための取組は組み込まれているべきである。

 双方向性を持たせること
 予防接種の対象者となる人々が、どのようなスタンスをもっており、
どのように関わっているのかを把握していくことが重要である。

 知識は重要であるが、それだけでは行動変容に十分ではないこと
 行動変容に関する理論的なモデル等を踏まえた、総合的なアプローチ
をとることは重要である。

 既存のコミュニケーション・ツールをうまく活用すること

ワクチン施策に関連したコミュニケーションのあり方
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〔出典：Goldstein et al (2015)〕



 国民への情報の伝え方や表現について
 自分に関係があると対象者に認識してもらうことが重要である
 国民は必ずしも予防接種に関する知識がないわけではなく、専門家とは異なる文脈における知

識や判断基準、価値観をもつものである
 疾病を防ぐかもしれないという不確実かつ遠い将来得られるベネフィットよりも、今すぐ発生

するリスク（の可能性）のほうを大きく評価する
 予防接種の対象者が情報をよく吟味して判断を下す必要があり、医学的に正確な情報提供を繰

り返し行うことが重要である
 行政用語や専門用語を説明するときにどのように表現したら良いかは重要な問題であり、これ

までのやり方は機能していなかった
 コミュニケーションにあたっては、目的を明確に、難しい言葉を使わず、簡潔に、正確な情報

を伝えることが国民に求められている

 国民へ情報を伝えるための媒体や方法について
 インターネットやＳＮＳを用いて、国民は情報を得る、かつ国民自身も情報を発信するという

コミュニケーション構造がある
 何か起きたときにメディアでの報道のされ方が重要である

 その他
 副反応の評価は、不確実性の高い情報についてのコミュニケーションであり、ヘルスコミュニ

ケーションの中でも最も難しいところである
 予防接種行政に関するコミュニケーションの在り方等を継続的に取り組む仕組みが必要である

審議会におけるこれまでの議論等①
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〇 分科会において、コミュニケーションにおける課題等が指摘された。また、副反応検討
部会においても、専門家からのヒアリング等を行い、改善に向けた取組を検討している。



審議会におけるこれまでの議論等②
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○ 国民等を対象とした調査を実施
 国民のリーフレットの認知状況は必ずしも高

くない。
 リーフレットは、ワクチンの有効性と安全性

を伝えるものとして理解されており、より分
かりやすい表現が求められる。

 国民の立場からは、自治体、医療機関、メ
ディアを通じた情報提供を求める意見が多い。

〇 調査を基にした検討
 ワクチンの接種対象者やその保護者に対し、

より確実に情報を届けることが必要。
 より分かりやすいリーフレットとするために、

調査結果等を踏まえて記載内容の改訂を検討。

〇 必要に応じて国民等を対象に調査を行い、コミュニケーションの改善をはかるため
の方法等について検討を行っている。



感染症の減少とワクチンの信頼性

〇 予防接種が進み、感染症が減少した状態になると、予防接種の効果が実感できなく
なり、副反応のリスクが相対的に大きく感じられるようになる。

〇 こうした状態において、ワクチンの信頼性が損なわれやすいことが指摘されている。

出典：Pediatr Ann. 1998 Jul;27(7):445-55.

感染症の
発生

ワクチン
接種前

ワクチン
接種率の向上

信頼の喪失 信頼の再獲得 感染症の根絶

ワクチン
接種の中止

感染症の減少

ワクチン
接種率

ワクチン
関連イベント

感染症根絶

アウトブレイク

プログラム
の成熟度
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コミュニケーションが重要なシーンの例

17

対象者・保護者の
状況の例

情報を伝える目的 伝える上での課題

• 受けるべき予防接種について
知らない

• 予防接種を周知する、関心を
持ってもらう

• どのような手段で周知するか
• 必要性を分かりやすく伝える表
現をどうするか

• 予防接種を受けたいが、スケ
ジュールが複雑でどのように
受けて良いか分からない

• 予防接種を受ける時期を理解
してもらう

• 被接種者が予防接種を受ける
時期を逃さない

• 接種時期のルールが複雑
• 正式な法令・通知が網羅的で難
解

• 対象者に即した情報提供の方法

• 予防接種の比較的小さなリス
クに大きな不安を感じる

• 予防接種のリスクを知らない

• リスクとベネフィットの大き
さを正しく伝える

• 予防接種についてよく理解し
た上で受けられるようにする

• 正確な情報を分かりやすく伝え
る表現が難しい

• 特に、接種後の症状について、
因果関係と前後関係を区別して
伝える表現が難しい

• 具体的な体験は印象に残りやす
いが、予防効果は具体的な体験
として伝えにくい

• 不正確な情報や、非科学的な
情報に大きな影響を受ける

• 予防接種への信頼性を不必要
に損ねない

• インターネットやＳＮＳ等で流
れる情報を消すことができない

• 正しい情報を出しても届くかど
うか分からない



国民が情報を入手している方法
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〇 国民（※）は、健康に関する情報については、インターネット、テレビ・ラ
ジオ、新聞などに接している
（※）調査会社にモニター登録している20代以上の男女5000名に対する調査より

平成26年少子高齢社会等調査検討事業報告書（健康意識調査編）より



国民への情報提供義務（米国の例）
○ アメリカでは、Vaccine Information Statement（VIS）を対象者に配布することが法律（※）で義務づ

けられている。

（※）米国小児ワクチン障害法：The National Childhood Vaccine Injury Act （NCVIA）

○ ワクチンを接種している医師は、適切なワクチン情報書（ＶＩＳ）がそれぞれの予防接種のときに患
者あるいは保護者/法的後見人に提供されているかの確認と同様に、患者カルテに記載することが求めら
れている（Red Bookより）

○ ＶＩＳはＣＤＣが作成し、webページに掲載されている

○ 内容

– 予防接種の利点と欠点について

– ワクチンの必要性

– 禁忌：接種してはいけない場合

– 副反応：軽度・中等度・重度とその頻度

– 副反応の報告制度

– 補償制度を受ける際の連絡先

19

実際のVIS



（※１）新聞記者及び国民代表を委員・参考人に含んでいる。
（※２）予防接種法
（定期の予防接種等の適正な実施のための措置）
第十三条 厚生労働大臣は、毎年度、前条第一項の規定による報告の状況について厚生科学審議会に報告し、必要があると認めるときは、そ

の意見を聴いて、定期の予防接種等の安全性に関する情報の提供その他の定期の予防接種等の適正な実施のために必要な措置を講ずる
ものとする。

２ 厚生科学審議会は、前項の規定による措置のほか、定期の予防接種等の安全性に関する情報の提供その他の定期の予防接種等の適正な実
施のために必要な措置について、調査審議し、必要があると認めるときは、厚生労働大臣に意見を述べることができる。

コミュニケーションに関する検討体制

厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会

予防接種・基本方針部会

副反応検討部会

１．予防接種及びワクチンに関する重要事項の調査審議
２．予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項の処理

１．予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項の処理（副反応検討部会に属するものを除く）
２．予防接種及びワクチンに関する重要事項を調査審議

１．ワクチンの研究開発及び生産・流通に関する重要事項の調査審議

１．予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項の処理（副反応報告に係る事項に限る）
２．予防接種による副反応に関する重要事項を調査審議

ワクチン評価に関する小委員会

季節性インフルエンザワクチンの製造株について検討する
小委員会

研究開発及び生産・流通部会

（※１）

（※２）
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○ 予防接種におけるコミュニケーションのあり方については、それぞれの部会等におい
て、必要に応じて検討が行われている。



○予防接種基本計画では、予防接種におけるコミュ
ニケーションについて、国、地方公共団体、その
他関係者が、それぞれ果たすべき役割等を示すと
ともに、普及啓発の推進と広報活動の充実を図る
こととされている。

○これまで、より正確で分かりやすい情報提供を行
うため、各関係者により、さまざまな工夫が行わ
れてきた。

〇世界的に、予防接種政策におけるコミュニケー
ションの役割が重要視されている。

〇予防接種により感染症が減少すると予防接種のリ
スクが相対的に大きく感じられること、科学的に
正確な情報をわかりやすく伝えることが難しいこ
と、集団予防効果を上げるためには、ほぼすべて
の人に接種行動を促す必要があることなど、予防
接種に関するコミュニケーションには難しい要素
がある。

○予防接種のコミュニケーションについての課題は、
現在、必要に応じてそれぞれの部会において審議
されている。

■ 表現や伝え方について
医学や行政に関する正確な情報を分かりやすく伝
える表現や伝え方をどのように向上させていくべき
か。

■ 媒体や方法について
国民が情報を得る手段の現状を踏まえ、どのよう
な媒体を用いて情報を伝えるべきか。

■ 体制について
予防接種に関するコミュニケーションの改善や充
実を図るため、コミュニケーションを実施する体制
や、コミュニケーションの充実を検討する体制につ
いて、どう考えるか。

背景と現状 検討

■ 予防接種におけるコミュニケーションについて
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